
特
集
・
横
浜
の
盛
り
場
⑥

盛
り
場
で
互
だ
伊
勢
佐
木
町

神
笠
起
康

は
じ
め
に

横
浜
盛
り
場
小
史

た
。
楼
主
の
子
供
、
出
入
り
の
大
工
の
子
。
周
辺

の
小
料
理
屋
の
子
、
車
屋
の
子
等
々
。
震
災
以

後
大
門
は
な
く
な
っ
た
。
で
も
、
大
門
の
傍
の

誰
だ
れ
さ
ん
の
家
へ
行
っ
て
き
た
等
と
、
言
葉

の
上
で
は
生
き
て
い
た
。
夏
の
夕
方
、
伊
勢
佐

木
町
通
り
に
も
コ
ー
モ
リ
が
飛
ん
で
い
た
。

　
商
店
街
と
い
え
る
も
の
は
い
く
つ
も
あ
る
。

鶴
見
、
子
安
大
口
、
六
角
橋
、
白
楽
、
天
王
町
、

保
土
ヶ
谷
、
藤
棚
、
弘
明
寺
、
杉
田
、
横
浜
橋

通
、
等
々
で
あ
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
い
う
と
、
元
町
、
西
口
と
な
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
商
店
街
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
の
明
確
な
差
は
知
ら
な
い
。
語
感
か
ら
で
あ

る
。
同
様
に
盛
り
場
と
い
う
と
、
私
に
は
伊
勢

佐
木
町
し
か
浮
ば
な
い
。

　
な
ぜ
な
ら
、
私
は
南
区
の
目
本
橋
の
傍
に
生

れ
育
っ
た
。
下
町
の
狭
い
と
こ
ろ
だ
け
に
伊

勢
佐
木
町
は
我
家
の
庭
も
同
然
で
あ
っ
た
。
来

客
が
あ
れ
ば
食
堂
に
変
っ
た
。
小
学
校
で
は
、

ク
ラ
ス
の
半
分
程
は
遊
廓
関
係
の
子
供
で
あ
っ

伊
勢
佐
木
町
の
成
立

か
ら
は
一
旗
組
や
喰
い
つ
め
も
の
が
集
合
し

た
。
西
洋
人
と
日
本
人
の
仲
を
取
り
持
っ
て
、

利
を
得
て
い
た
の
が
中
国
人
で
あ
る
。
日
清
戦

争
ま
で
は
「
お
茶
場
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

日
本
人
を
使
役
し
て
い
た
。
お
茶
場
に
は
数
千

人
の
男
女
が
働
い
て
い
た
と
い
う
。

　
横
浜
ド
ッ
ク
で
も
数
千
人
の
男
女
が
働
い
て

お
り
、
ド
ッ
ク
の
好
不
況
は
横
浜
を
左
右
す
る

と
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
。

　
開
港
以
来
、
横
浜
で
は
埋
立
て
に
次
ぐ
埋
立

て
が
行
わ
れ
、
家
屋
、
商
店
、
劇
場
等
が
建
て

ら
れ
て
い
っ
た
。
山
を
削
る
の
も
、
沼
を
埋
め

る
の
も
。
普
請
の
地
固
め
、
全
て
ツ
ル
ハ
シ
、

モ
ッ
コ
を
用
い
て
人
力
で
行
わ
れ
た
。

　
横
浜
は
城
下
町
で
は
な
い
。
神
奈
川
、
保
土

ヶ
谷
の
宿
場
と
も
相
当
に
離
れ
て
い
た
と
こ
ろ

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
伊
勢
佐
木
町
の
成
立

三
―
震
災
ま
で

四
―
戦
争
ま
で

五
―
焼
け
跡

に
あ
る
狭
い
「
出
島
」
と
、
そ
の
地
続
き
の
沼

地
で
あ
る
。

　
労
働
力
の
需
要
は
無
限
に
近
い
。
異
人
、
唐

人
、
日
本
人
と
い
う
人
種
差
は
あ
る
が
、
士
農

工
商
と
い
う
身
分
差
は
な
い
。
交
通
機
関
と
し

て
は
徒
歩
し
か
な
か
っ
た
（
又
は
舟
）
当
時
、

職
場
ま
で
徒
歩
三
十
分
～
一
時
間
以
内
の
地
が

全
国
か
ら
人
を
集
め
た
。
山
手
地
区
は
異
人
居

住
区
で
あ
り
、
現
在
の
県
立
音
楽
堂
か
ら
戸
部

方
面
は
日
本
側
役
人
の
官
舎
地
区
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
ら
の
人
は
、
北
方
・
山
元
町
・
中
村

町
方
面
の
台
地
か
、
戸
部
・
南
太
田
方
面
の
台

地
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
る
。
伊
勢
佐
木
町
地

区
は
こ
の
両
台
地
に
挾
ま
れ
た
沼
沢
地
で
あ
っ

た
。

　
少
数
の
富
者
を
除
い
た
大
部
分
に
と
っ
て
、
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一

二　
徳
川
幕
府
に
よ
り
江
戸
と
東
海
道
を
守
る
た

め
に
、
政
策
的
に
、
長
崎
の
出
島
同
様
に
、
権

力
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
、
神
余
川
の
内
「
横

浜
」
は
、
な
ら
ず
者
同
志
の
だ
ま
し
合
い
の
よ

う
な
尚
売
で
発
展
し
て
き
た
。
居
留
地
の
人
び

と
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
は
き
だ
め
」
と
い
っ
た

の
は
英
国
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
で
あ
り
、

日
本



仕
事
が
あ
っ
て
小
銭
が
あ
れ
ば
、
男
な
ら
酒
か

女
、
女
な
ら
芝
居
か
着
物
と
な
ろ
う
。
沿
革
史

に
よ
れ
ば
「
明
治
三
年
五
月
。
吉
田
橋
脇
よ
り

入
船
町
野
毛
浦
迄
埋
立
竣
功
、
之
を
新
街
道
と

云
。
受
負
人
真
砂
町
（
京
屋
）
内
田
清
七
、
入

船
町
よ
り
野
毛
浦
埋
立
地
地
固
め
の
為
め
、
蔽

筒
張
納
涼
茶
屋
、
其
他
軽
業
、
辻
講
釈
、
昔
噺

等
の
興
行
を
神
奈
川
県
裁
判
所
に
出
願
、
許
可

を
得
て
興
行
す
。
爾
来
、
納
涼
遊
歩
者
日
々
群

を
成
し
、
麦
湯
店
の
流
行
殆
ん
ど
埋
立
地
の
過

半
を
占
む
る
に
至
れ
り
」
（
傍
点
筆
者
）
。

　
明
治
七
年
七
月
　
麦
湯
営
業
者
に
月
税
及
鑑

札
料
を
賦
課
す
。

　
　
「
茶
店
の
給
仕
女
で
あ
る
淫
売
婦
は
、
千
客

万
来
の
遊
客
を
拉
去
っ
て
」
「
冬
期
も
猶
若
干

の
居
残
り
店
が
、
か
ん
酒
な
ど
を
提
供
し
て
、

星
水
る
夜
半
を
談
笑
張
の
裡
に
痴
語
睦
言
が
聞

か
れ
る
の
で
あ
っ
た
」
「
裏
地
横
丁
新
道
に
掛

け
て
麦
湯
と
対
立
し
、
内
実
は
売
春
行
為
を
主

要
の
営
業
と
す
る
矢
場
（
揚
弓
・
投
扇
・
座
敷

鉄
砲
等
の
遊
興
物
）
が
勃
興
し
初
め
」
（
以
上

横
浜
市
史
稿
風
俗
篇
）
。
こ
れ
と
対
応
す
る
よ

う
に
、
弁
天
通
三
・
四
丁
目
の
両
側
に
毎
晩
出

て
い
た
露
店
が
、
明
治
七
年
の
春
頃
か
ら
馬
車

道
に
移
行
し
、
馬
車
道
の
露
店
は
電
車
が
引
か

れ
た
明
治
三
十
七
年
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

　
明
治
八
年
一
月
　
横
浜
市
街
、
露
店
営
業
者

に
鑑
札
を
下
付
す
。
　
　
　
　

興
行
地
区
に
指
定
さ
れ
、
明
治
十
四
年
十
二
月

十
三
日
、
劇
場
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
、
十
五

年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
横
浜
区
内
は

福
富
町
一
丁
目
、
伊
勢
佐
木
町
一
・
二
丁
目
、
松

ケ
枝
町
、
姿
見
町
、
若
竹
町
、
梅
ケ
枝
町
、
羽

衣
町
。
蓬
莱
町
。
浪
花
町
の
九
力
町
で
あ
っ
た
。

明
治
十
七
年
四
月
に
小
改
正
が
あ
っ
て
、
明
治

末
迄
、
指
定
興
行
地
域
制
－
現
在
の
ト
ル
コ
風

呂
も
同
様
―
以
後
は
認
可
制
と
な
っ
た
。
伊
勢

佐
木
町
の
基
礎
は
明
治
十
五
年
一
月
一
日
に
定

ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
同

じ
明
治
十
五
年
。
高
島
町
に
あ
っ
た
遊
廓
が
汽

車
か
ら
目
障
り
に
な
る
と
い
う
理
由
で
真
金
町

に
移
転
す
る
。
前
面
を
「
麦
湯
」
、
後
方
を
「
遊

廓
」
、
側
方
を
「
矢
場
」
と
従
来
か
ら
観
世
物

場
で
あ
っ
た
常
清
寺
境
内
で
囲
ま
れ
た
中
心
部

が
。
劇
場
街
と
指
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
明

治
十
五
年
二
月
、
伊
勢
佐
木
町
に
芝
居
小
屋
賑

座
、
勇
座
、
其
他
大
弓
場
、
観
世
物
場
、
缶
工

場
、
飲
食
店
等
建
設
、
数
月
を
出
ず
し
て
繁
華

の
市
街
と
な
れ
り
（
沿
革
史
）
。

　
真
金
町
遊
廓
の
出
現
は
居
留
地
の
異
人
と
の

関
係
を
進
展
さ
せ
た
．
「
外
国
人
銘
酒
店
の
分

布
地
帯
は
、
居
留
地
を
振
り
出
し
に
関
内
に
進

出
し
、
花
園
橋
・
港
橋
を
越
え
て
埋
地
に
入
り
、

さ
ら
に
真
金
町
・
永
楽
町
の
異
人
女
郎
屋
を
地

理
的
に
連
絡
し
、
茲
に
一
脈
の
系
統
線
を
形
成

し
、
立
飲
式
の
異
国
情
緒
豊
か
な
も
の
で
あ
っ

た
。
而
し
て
銘
酒
屋
に
働
く
女
達
も
、
自
然
の

劇場・遊廓所在地（明治～昭和20年）図―1
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明
治
十
三
年
七
月
に
伊
勢
佐
木
町
が
観
世
物



附
帯
物
と
し
て
、
其
必
要
に
促
さ
れ
て
存
在
し

て
居
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
当
然
で
あ
る
」

（
市
史
稿
）
。
伊
勢
佐
木
町
を
経
て
真
金
町
に
至

る
日
本
人
ル
ー
ト
と
山
下
町
方
面
か
ら
の
異
人

ル
ー
ト
の
二
系
統
が
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
遊
廓
は
終
夜
営
業
に
近
い
。
附
近
の
飲
食
店

も
、
そ
し
て
屋
台
の
軽
飲
食
店
も
、
徹
夜
営
業

を
す
る
。
遊
廓
へ
来
る
途
中
で
獲
物
を
横
取
り

し
よ
う
と
す
る
「
引
っ
ぱ
り
」
も
当
然
多
数
出

没
す
る
。
そ
の
至
近
距
離
に
劇
場
街
が
あ
る
。

横浜・伊勢佐木町附近劇場略年表（戦後できたもの）

　
明
治
九
年
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
、
エ
ミ

ー
ル
ー
ギ
メ
は
、
九
年
の
夏
、
港
座
（
定
員
一

〇
六
〇
人
）
を
見
物
し
て
い
る
。
「
客
は
非
常

に
多
く
、
か
な
り
活
気
を
呈
し
て
い
る
。
多
く

の
女
性
と
、
年
齢
に
関
係
な
く
子
供
た
ち
も
い

る
」
「
結
末
を
待
た
ず
、
人
目
に
つ
か
な
い
よ

う
に
外
へ
出
る
。
芝
居
は
昼
に
始
ま
り
、
日
の

出
に
終
わ
る
は
ず
で
あ
る
」
　
（
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル

か
な
が
わ
）
。

　
劇
場
取
締
規
則
第
七
条
　
夜
八
十
二
時
限

〔
閉
〕
場
ス
ベ
シ
。

　
　
「
総
じ
て
横
浜
の
芝
居
興
行
は
盛
り
沢
山
で

幕
数
多
く
、
観
客
迎
合
に
努
め
、
役
者
自
身
に

於
て
も
又
、
之
に
甘
じ
て
、
一
人
で
数
役
以
上

を
引
受
け
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
其

所
演
時
間
も
延
び
る
事
は
勿
論
で
、
午
前
十
時

頃
か
ら
夜
の
十
時
、
十
一
時
ま
で
演
ず
る
の
が

普
通
で
あ
っ
た
」
（
市
史
稿
）
。
「
幕
合
を
利
用
し

附
近
の
飲
食
店
に
て
食
事
す
る
為
、
備
付
の
下

駄
・
草
履
を
穿
い
て
、
木
戸
口

を
出
入
す
る
も
の
が
自
然
多
か

っ
た
」
（
市
史
稿
）
。

　
「
商
店
街
も
一
時
二
時
は
普

通
で
、
中
に
は
夜
明
け
ま
で
営

業
す
る
店
も
あ
り
、
閉
店
し
た

あ
と
に
は
別
な
露
店
が
店
を
あ

け
、
四
六
時
中
賑
や
か
な
盛
業

を
み
せ
て
い
ま
し
た
」
　
（
伊
せ

ぶ
ら
百
年
　
磯
野
庸
幸
氏
）

　
「
彼
女
ら
は
、
浜
の
主
体
経

済
の
中
に
い
て
、
稼
ぎ
を
競
っ

て
い
た
者
た
ち
だ
か
ら
、
金

づ
か
い
も
荒
か
っ
た
。
賑
座
に

は
、
紅
黄
白
紫
の
ハ
ン
ケ
チ
が

い
つ
も
平
土
間
を
埋
め
て
い
、

昌
旅
役
者
に
奇
声
の
こ
も
っ
た

声
援
を
送
っ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
中
に
は
、
な
に
が
し
と
い

う
俳
優
は
、
ハ
ン
ケ
チ
女
の
専

売
で
あ
る
な
ど
と
蔭
ロ
も
平
気
で
客
に
い
わ
れ

て
い
た
。
」
「
そ
の
頃
の
横
浜
芝
居
は
、
一
昼
夜

と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
朝
は
午
前
八
時
か
遅
く

て
も
九
時
に
は
開
幕
す
る
。
幕
の
ハ
ネ
は
午
後

十
一
時
頃
に
な
る
。
そ
の
間
ぶ
っ
通
し
だ
か
ら

三
番
叟
か
ら
観
る
客
は
、
朝
・
昼
・
晩
と
三
度

の
食
事
を
芝
居
の
中
で
食
べ
る
人
も
あ
っ
た
」

　
（
吉
川
英
治
「
忘
れ
残
り
の
記
」
）

　
港
座
、
蔦
座
、
羽
衣
座
に
は
「
茶
屋
」
が
あ

っ
た
が
、
勇
座
、
賑
座
に
は
無
か
っ
た
。
茶
屋

を
利
用
す
る
客
は
幕
合
に
は
茶
屋
で
休
憩
し
、

食
事
も
茶
屋
で
料
理
を
食
べ
た
。
茶
屋
の
便
所

は
手
入
れ
が
届
い
て
い
た
が
、
劇
場
の
便
所
は

大
変
汚
れ
て
い
た
と
い
う
。
着
か
ざ
っ
た
御
婦

人
に
と
っ
て
は
、
茶
屋
の
な
い
劇
場
は
堪
え
難

か
っ
た
と
い
う
。

　
原
、
若
尾
、
中
村
等
著
名
な
富
豪
も
成
立
し

た
が
、
当
然
、
多
数
の
貧
乏
人
も
輩
出
し
た
。

当
時
有
名
な
の
は
「
い
ろ
は
長
屋
」
「
八
幡
谷

戸
」
「
乞
食
谷
戸
」
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
明
治

二
十
六
年
十
月
「
斎
藤
芳
次
郎
が
南
太
田
庚
耕

地
に
慈
善
堂
と
い
う
長
屋
を
建
て
市
内
の
乞
食

を
収
容
し
、
正
業
に
つ
か
し
め
た
」
　
（
タ
ウ
ン

誌
「
浜
っ
子
」
）
と
あ
る
が
、
現
在
の
清
水
ケ

丘
当
り
、
ド
ン
ド
ン
商
店
街
の
先
大
原
ト
ン
ネ

ル
近
く
に
あ
っ
た
。
勿
論
、
現
在
で
は
そ
の
面

影
も
な
い
。
俗
に
「
乞
食
谷
戸
」
と
い
わ
れ
た
。

　
「
八
幡
谷
戸
」
は
三
吉
橋
の
先
、
山
の
下
の
方

分
あ
る
。
現
在
は
区
画
整
理
さ
れ
て
ま
る
で
街
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表―1　横浜・伊勢佐木町附近劇場略年表

　
明
治
二
十
年
十
月
か
ら
横
浜
市
街
へ
水
道
の

水
が
引
か
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
埋
立
地
の
人

々
は
水
売
り
の
水
で
生
活
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
黄
金
橋
傍
の
雑
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
湧
水
は
こ
の
頃
ま
で
水
船
に
積
ん
で
港
へ
売

り
に
出
さ
れ
て
い
た
水
だ
と
い
う
。
運
河
は
大

量
物
、
米
・
塩
・
材
木
・
石
炭
等
の
輸
送
手
段

35

並
も
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
い
ろ
は
長
屋
」
は

山
元
町
の
裏
側
に
あ
っ
た
。
「
程
近
い
相
沢
の

町
通
り
へ
出
る
ウ
ラ
に
、
有
名
な
貧
民
窟
の
一

画
が
あ
る
。
″
い
ろ
は
亭
″
と
い
う
汚
な
い
寄

席
の
切
板
の
下
か
ら
狭
い
横
丁
の
ド
ブ
板
と
そ

こ
の
屋
根
全
部
で
あ
っ
た
。
通
称
〝
い
ろ
は
長

屋
″
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
ど
ん
底

生
活
の
百
態
が
軒
を
な
ら
べ
て
い
る
。
住
民
は

カ
ン
カ
ン
虫
、
お
茶
場
女
、
ナ
ン
キ
ン
墓
の
墓

番
、
大
道
芸
人
、
チ
ー
ハ
ー
の
運
送
屋
（
シ
ナ

風
の
富
籤
）
、
屠
殺
場
の
ア
ソ
チ
ャ
ソ
、
夜
蕎

麦
売
り
、
と
い
っ
た
よ
う
な
有
職
無
職
の
人
々

で
あ
る
。
―
す
べ
て
、
い
ろ
は
長
屋
の
人
々

は
、
始
終
、
生
き
争
う
物
音
の
中
に
暮
し
て
い

て
、
夏
は
男
女
と
も
真
ッ
裸
同
様
だ
し
、
平
気

で
狼
雑
な
行
為
は
見
せ
る
し
、
ど
こ
か
の
軒
で

は
必
ず
夫
婦
喧
嘩
を
や
っ
て
い
る
し
、
モ
れ
で

い
て
ぽ
く
ら
に
は
危
害
を
加
え
な
い
ば
か
り
か

み
な
親
切
な
の
で
あ
る
。
」
　
（
「
忘
れ
残
り
の

記
」
）
。
こ
の
三
地
区
は
何
れ
も
港
か
ら
徒
歩
一

時
間
以
内
、
伊
勢
佐
木
町
な
ら
三
～
四
十
分
の

範
囲
に
あ
る
。
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と
し
て
。
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
米
屋
。

　
材
木
屋
、
石
炭
屋
等
の
大
き
な
店
は
、
必
ず
川

　
の
傍
ら
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
住
込
み
の
店
員

　
若
衆
が
何
人
も
い
た
。
こ
れ
ら
の
若
衆
に
「
こ

れ
で
遊
ん
で
お
い
で
」
と
真
金
町
等
の
費
用
を

出
し
て
や
れ
る
位
で
な
い
と
商
家
の
お
内
儀
さ

ん
は
勤
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
　
こ
う
し
て
、
伊
勢
佐
木
町
を
盛
り
立
て
る
要

　
素
が
揃
っ
た
頃
、
明
治
三
十
二
年
八
月
十
二
日

　
に
大
火
に
見
舞
わ
れ
る
。
吉
田
橋
傍
（
松
屋
―

　
三
和
銀
行
が
あ
っ
た
と
い
う
）
の
警
察
署
を
は

　
芯
め
、
蔦
座
、
羽
衣
座
、
賑
座
、
勇
座
、
両
口

　
座
等
が
類
焼
し
た
。

震
災
ま
で

　
大
火
後
、
伊
勢
佐
木
町
は
事
実
上
一
か
ら
や

り
直
し
た
。
大
芝
居
は
羽
衣
座
だ
け
と
な
り
、

小
芝
居
と
寄
席
に
な
る
。
劇
場
街
の
衰
退
傾
向

と
対
称
的
に
真
金
町
は
全
盛
期
を
迎
え
る
。

　
「
廓
の
全
盛
期
は
、
明
治
三
十
年
か
ら
大
正
初

年
に
掛
け
て
の
頃
で
あ
っ
た
。
廓
か
ら
政
治
が

生
れ
、
商
談
取
引
も
廓
か
ら
、
さ
て
は
相
場
師

の
豪
遊
な
ど
に
、
政
客
・
紳
商
の
艶
物
語
は
珍

し
く
も
無
か
っ
た
。
―
廓
に
附
属
の
飲
食
店

は
、
永
楽
・
真
金
両
町
の
河
岸
を
埋
め
て
、
五

六
十
軒
を
数
へ
た
」
（
市
史
稿
）
。
伊
勢
佐
木
町

地
区
の
復
興
に
伴
う
建
築
ブ
ー
ム
、
そ
し
て
日

露
戦
争
は
、
男
た
ち
を
劇
場
よ
り
も
よ
り
即
物

な
的
遊
廓
へ
向
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
座
敷
中
に

辻
待
の
人
力
車
夫
を
仲
介
に
し
て
い
た
と
い

う
（
市
史
稿
）
。戦

争
ま
で

百
円
札
を
バ
ラ
ま
い
た
と
い
う
人
も
あ
る
。

　
日
露
戦
争
の
頃
か
ら
、
映
画
―
活
動
写
真

が
流
行
り
出
す
。
芝
居
の
方
で
は
壮
士
芝
居
は

新
派
と
し
て
定
着
し
始
め
、
新
劇
の
動
き
も
出

始
め
る
。
日
本
は
軽
工
業
の
国
か
ら
重
工
業
へ

胎
動
し
だ
す
。
歌
舞
伎
の
世
界
で
は
白
井
・
大

谷
の
松
竹
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
く
る
。
同
じ

劇
場
と
い
う
名
で
も
、
芝
居
の
場
合
は
俳
優
二

～
三
十
名
、
裏
方
十
名
以
上
、
表
方
十
名
以
上

最
低
五
十
名
以
上
、
茶
屋
が
あ
る
場
合
は
さ
ら

に
多
く
な
る
。
映
画
の
場
合
は
十
名
内
外
で
可

能
で
あ
る
。
茶
屋
は
別
と
し
て
、
芝
居
で
は
水

菓
子
、
幕
の
内
弁
当
、
寿
司
が
「
か
べ
す
」
と

称
し
て
最
低
の
つ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し

活
動
写
真
館
で
は
「
お
せ
ん
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
、

ラ
ム
ネ
に
あ
ん
ぱ
ん
」
と
な
る
。

　
明
治
三
十
八
年
の
電
車
軌
道
の
敷
設
は
、
馬

車
道
の
露
店
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
中
心
地

は
伊
勢
佐
木
町
一
丁
目
の
亀
楽
せ
ん
べ
い
と
興

信
銀
行
（
現
横
浜
銀
行
）
の
横
町
附
近
に
移
動

し
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
一
年
に
は
横
浜
最

初
の
映
画
常
設
館
喜
音
満
館
が
出
来
た
し
、
大

正
四
年
に
は
喜
楽
座
が
横
浜
で
始
め
て
の
椅
子

席
劇
場
と
な
っ
た
。
劇
場
が
衰
え
、
映
画
館
が

伸
展
し
て
き
て
い
る
の
が
誰
の
眼
に
も
は
っ
き

り
し
て
き
た
頃
、
関
東
大
震
災
が
訪
れ
る
の
で

あ
る
。

　
な
お
、
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
高
等
船

員
相
手
の
売
春
婦
が
現
わ
れ
た
。
戸
部
界
わ
い

目
の
出
町
附
近
に
小
ぎ
れ
い
な
住
宅
を
構
へ
、

　
震
災
は
横
浜
の
郊
外
部
を
発
展
さ
せ
た
。
埋

め
立
て
て
い
な
い
土
地
の
被
害
は
少
な
か
っ

た
。
で
も
、
伊
勢
佐
木
町
は
復
興
す
る
。

　
伊
勢
佐
木
町
周
辺
の
私
娼
た
ち
は
、
い
も
早

く
仮
設
家
屋
に
立
龍
っ
て
営
業
を
開
始
し
た
。

だ
が
、
彼
女
等
は
黙
認
公
許
の
観
あ
る
「
曙
町
」

に
酌
婦
の
名
義
で
集
結
さ
せ
ら
れ
る
。
昭
和
五

年
に
は
現
在
の
京
浜
急
行
も
開
通
し
て
、
よ
り

遠
く
か
ら
の
人
を
運
ぶ
様
に
な
っ
た
。
松
屋
、

野
沢
屋
、
鶴
（
寿
）
屋
、
相
模
屋
等
の
百
貨
店
も

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
出
来
上
っ
た
。
木
橋
は

鉄
橋
に
、
焼
け
た
木
造
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
、
区
画
整
理
も
大
幅
に
行
わ
れ
、
保
土

ヶ
谷
の
切
り
通
し
も
出
来
た
。
復
興
景
気
は
伊

勢
佐
木
町
を
賑
や
か
な
も
の
に
し
た
。

　
オ
デ
ヲ
ソ
座
を
筆
頭
と
し
て
、
映
画
は
芝
居

を
圧
倒
す
る
。
通
称
親
不
幸
通
り
も
繁
昌
す

る
。
新
ら
し
い
私
娼
は
銘
酒
屋
。
新
聞
縦
覧
所
、

囲
碁
・
将
棋
集
会
所
、
し
る
こ
や
、
麦
と
ろ
等

の
小
料
理
屋
の
名
目
の
下
に
福
富
町
方
面
に
も

根
を
張
る
。

　
こ
の
頃
、
芝
居
は
敷
島
座
と
歌
舞
伎
座
の
二

つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
花
月
」
は
吉
本
興

行
の
経
営
な
の
で
、
エ
ン
タ
ツ
ー
ア
チ
ャ
コ
、

高
瀬
実
の
「
も
し
や
カ
ナ
ワ
ン
ヨ
」
、
柳
屋
三

亀
松
等
々
を
演
っ
て
い
た
。
こ
の
他
は
殆
ん
ど

が
映
画
館
で
あ
る
。

　
芝
居
好
き
の
横
浜
の
婦
人
は
、
羽
衣
座
等
の

大
芝
居
を
懐
し
み
な
が
ら
二
つ
の
小
芝
居
に
通

っ
た
。
敷
島
座
は
日
吉
良
太
郎
一
座
が
十
年
以

上
も
専
属
的
に
続
演
し
て
い
た
。
「
日
吉
を
観

に
行
っ
て
き
た
」
と
い
え
ば
敷
島
座
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
歌
舞
伎
座
は
三
流
所
の
歌
舞
伎
役
者

が
主
だ
っ
た
。
一
階
席
は
五
、
六
人
掛
け
の
背

も
た
れ
の
な
い
木
製
の
長
椅
子
。
二
階
席
は
傾

斜
の
つ
い
た
板
の
間
で
、
貸
し
座
布
団
に
坐
っ

て
い
る
と
、
何
時
の
間
に
か
前
の
方
ヘ
ス
ベ
つ

で
行
っ
て
し
ま
う
様
に
な
っ
て
い
た
。
花
道
の

下
は
通
路
に
な
っ
て
い
て
、
布
で
囲
っ
て
あ
っ

た
た
め
、
舞
台
か
ら
花
道
の
下
を
か
が
み
乍
ら

小
走
り
し
て
行
く
役
者
が
チ
ラ
ホ
ラ
見
え
た
も

の
で
あ
る
。
日
吉
良
太
郎
一
座
は
歌
舞
伎
系
統

で
あ
っ
た
が
「
改
良
演
劇
」
「
改
良
歌
舞
伎
」

と
称
し
て
い
た
よ
う
に
歌
舞
伎
そ
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
主
観
的
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
む
し
ろ
新
国
劇
的
歌
舞
伎
と
で
も
い
う
べ

き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
歌
舞
伎
座
と
敷
島
座
が
、
老
婆
と
母
と
そ
れ

に
連
れ
ら
れ
た
子
供
を
目
当
て
に
泣
か
せ
て
い

た
一
方
、
吉
本
の
「
花
月
」
は
職
工
と
若
い
男

た
ち
を
相
手
に
し
て
笑
わ
せ
て
い
た
。
夜
の
部

で
は
金
廻
り
の
よ
い
職
工
風
の
男
と
、
一
見
し

て
判
る
親
不
幸
通
り
の
女
と
の
カ
ベ
フ
ル
が
二

階
席
に
多
か
っ
た
。
イ
ン
テ
リ
が
オ
デ
ヲ
ソ
座

で
、
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
が
横
宝
で
、
オ
ッ
サ
ソ
と
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少
年
店
員
と
子
供
が
電
気
館
や
大
都
館
へ
行
っ

た
。
活
動
を
み
る
金
が
な
く
て
も
、
亀
楽
煎
餅

の
脇
で
は
大
道
芸
人
が
活
躍
し
て
い
た
（
亀
楽

ビ
ル
の
三
階
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
赤
坂
や
横

須
賀
と
並
ん
で
有
名
で
あ
っ
た
と
い
う
）
。
歯

み
が
き
や
記
憶
術
、
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
等
々
。

野
沢
屋
の
前
か
ら
松
屋
（
現
在
の
松
坂
屋
）
の

前
へ
か
け
て
は
、
家
庭
用
寿
司
作
り
器
、
万
能

タ
ワ
シ
、
万
病
に
利
く
ザ
リ
ガ
ユ
の
料
理
法
等

々
の
露
天
商
が
出
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
店
の
間

と
有
隣
堂
の
前
に
乞
食
が
坐
っ
て
い
た
。
無
料

水
呑
場
は
松
屋
の
前
に
あ
っ
た
。
オ
デ
ヲ
ン
座

前
の
交
番
の
巡
査
は
若
く
、
相
模
屋
前
の
交
番

の
方
が
年
配
者
が
い
て
コ
ワ
か
っ
た
し
、
眼
が

利
い
た
。
一
―
ニ
丁
目
で
万
引
き
し
て
、
オ
デ

ヲ
ン
座
の
前
を
パ
ス
し
て
ホ
″
と
し
た
と
こ
ろ

を
つ
か
ま
る
の
で
あ
る
。

　
戦
時
中
、
水
兵
が
街
に
溢
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
真
金
町
－
曙
町
で
は
間
に
合
わ
ず
、
親
不

幸
通
り
に
も
行
列
を
つ
く
っ
て
並
ん
で
い
た
も

の
だ
。
真
金
町
で
は
軍
人
割
引
が
あ
っ
た
ら
し

い
が
…
…
。

　
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
千
人
針
を
頼
む
婦
人

の
姿
が
多
く
な
っ
た
。
デ
パ
ー
ト
と
有
隣
堂
の

前
辺
り
に
立
っ
て
い
た
。
寅
年
の
女
は
歳
の
数

だ
け
縫
え
る
の
で
モ
テ
モ
テ
で
あ
っ
た
。
が
、

こ
れ
も
防
諜
上
の
理
由
と
や
ら
で
禁
止
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
警
戒
警
報
が
鳴
る
と
、
興
行
場
で
は
興
行
を

中
止
し
、
入
場
券
の
半
券
に
判
コ
を
押
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
で
別
の
日
に
ま
た
見
る
事
が
で
き

た
。
蒔
田
寿
司
で
は
乾
メ
ン
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
を

売
り
だ
し
た
。
そ
の
次
は
カ
イ
ホ
ー
メ
ン
カ
レ

ー
に
な
っ
た
。
市
民
酒
場
と
同
様
に
並
ん
で
喰

べ
た
。
市
民
酒
場
で
は
四
時
か
ら
酒
を
売
っ

た
。
お
酒
の
好
き
な
人
は
昼
間
か
ら
並
ん
だ
。

当
局
の
悪
口
を
い
っ
た
り
す
る
と
並
ん
で
い
る

私
服
に
引
っ
ぱ
ら
れ
た
。
徴
用
や
企
業
統
合
に

よ
る
閉
店
が
相
次
い
だ
が
、
伊
勢
佐
木
町
通
り

で
は
殆
ん
ど
の
店
が
営
業
し
て
い
た
。
売
る
物

は
μ
ク
に
な
か
っ
た
が
…
…
。
そ
し
て
、
人
々

も
何
か
あ
る
と
伊
勢
佐
木
町
へ
出
か
け
た
。
出

征
す
る
夫
に
か
け
さ
せ
る
辣
用
の
布
地
を
手
に

入
れ
る
た
め
に
泣
い
て
頼
ん
で
い
る
人
も
含
め

て
。

焼
け
跡

　
空
襲
と
敗
戦
と
接
収
と
が
あ
っ
と
い
う
間
に

訪
れ
た
。
伊
勢
佐
木
町
の
大
部
分
は
接
収
さ
れ

Ｇ
Ｉ
用
の
街
に
な
っ
た
。
吉
田
橋
際
の
松
屋
は

米
軍
用
病
院
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
出
る
残
飯
を

貰
う
人
々
の
行
列
は
絶
え
な
か
っ
た
。
野
沢
屋

は
Ｐ
Ｘ
と
な
り
、
寿
は
宿
舎
に
、
不
二
家
は
Ｇ

Ｉ
用
食
堂
で
、
ウ
イ
ン
ド
ー
に
み
え
る
ド
ー
ナ

ツ
は
垂
誕
の
的
で
あ
っ
た
。
不
二
家
の
裏
の
方

が
「
洋
パ
ソ
」
の
た
ま
り
に
な
っ
て
い
た
。
福

富
町
は
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
で
、
若
葉
町
が
飛
行

場
。
伊
勢
佐
木
町
二
丁
目
弘
集
堂
の
辺
り
は
大

型
カ
マ
ボ
コ
の
体
育
施
設
「
フ
ラ
イ
ヤ
ー
・
ジ

ム
」
と
な
り
、
オ
デ
ヲ
ソ
座
は
第
入
軍
に
因
ん

だ
「
オ
ク
タ
ゴ
ン
劇
場
」
と
な
っ
た
・
　
「
ラ
ッ

キ
ー
ス
ト
ラ
イ
ク
」
は
甘
く
、
日
本
の
「
ハ
ッ

ピ
ー
」
は
た
だ
辛
い
だ
け
の
差
の
よ
う
に
、
日

本
人
の
街
は
三
丁
目
以
降
と
野
毛
方
面
に
な
っ

た
。
日
活
は
や
は
り
「
日
活
」
と
し
て
、
花
月

は
「
グ
ラ
ン
ド
劇
場
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
映
画

の
封
切
場
と
な
っ
た
。
新
築
さ
れ
た
オ
デ
ヲ
ン

座
は
ア
メ
リ
カ
映
画
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
館
と
し

て
格
を
誇
り
、
木
製
な
が
ら
他
の
劇
場
よ
り
良

い
椅
子
を
使
っ
て
い
た
。
レ
ア
ル
ト
劇
場
も
ア

メ
リ
カ
映
画
の
封
切
り
で
、
殊
に
女
学
生
に
人

気
が
あ
っ
た
。
日
本
映
画
は
、
オ
リ
ン
ピ
ア
劇

場
が
出
来
る
ま
で
は
現
在
の
ピ
カ
デ
リ
ー
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
松
竹
だ
け
で
あ
っ
た
。
食
物
も

衣
料
も
不
足
し
て
い
た
が
ア
メ
リ
カ
映
画
だ
け

は
溢
れ
て
い
た
。
「
我
等
が
生
涯
の
最
良
の
年
」

や
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
少
女
」
、
「
心
の
旅
路
」

な
ど
せ
っ
せ
と
み
て
歩
い
た
の
も
こ
の
頃
で
あ

る
。

　
戦
前
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
お
屋
敷
町
的
に

落
着
い
た
雰
囲
気
の
あ
っ
た
野
毛
は
一
変
し

た
。
現
在
は
高
速
道
路
に
な
っ
て
い
る
が
、
桜

川
の
ほ
と
り
は
カ
ス
ト
リ
横
丁
。
ク
ジ
ラ
横
丁
、

ク
ス
ブ
リ
横
丁
と
呼
ば
れ
る
屋
台
街
で
、
ク
ジ

ラ
の
カ
ツ
、
イ
ワ
シ
の
煮
物
、
そ
し
て
カ
ス
ト

リ
（
バ
ク
ダ
ソ
と
も
呼
ば
れ
た
）
が
売
ら
れ
た
。

野
毛
通
り
は
両
側
一
杯
に
露
店
商
が
出
店
し

た
。
大
部
分
は
衣
料
品
で
あ
っ
た
。
伊
勢
佐
木

町
側
の
ア
メ
リ
カ
映
画
に
対
抗
し
た
の
か
ど
う

か
判
ら
な
い
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
劇
場
が
欧
洲

映
画
封
切
場
と
し
て
開
場
し
た
。
そ
の
隣
り
に

劇
場
と
し
て
国
際
劇
場
が
歌
舞
伎
と
松
竹
歌
劇

で
開
場
。
間
も
な
く
有
隣
堂
も
出
店
し
て
Ｇ
Ｉ

オ
フ
リ
ミ
ッ
卜
の
日
本
人
街
が
出
来
上
っ
た
。

桜
木
町
を
起
点
と
す
れ
ば
、
駅
を
降
り
て
ま
ず

カ
ス
ト
リ
横
丁
に
よ
る
食
の
充
足
、
そ
し
て
野

毛
通
り
に
あ
る
露
店
等
に
よ
る
衣
、
衣
食
足
り

て
有
隣
堂
で
書
、
マ
ッ
ガ
ー
サ
ー
劇
場
で
高
尚

な
る
（
？
）
欧
州
映
画
等
に
よ
り
礼
節
を
知
っ

て
野
毛
山
の
市
役
所
に
行
く
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。

　
昭
和
二
十
四
年
の
貿
易
博
覧
会
以
後
、
市
役

所
は
反
町
に
移
っ
た
。
こ
の
頃
、
横
浜
駅
の
西

口
は
鶴
屋
町
寄
り
の
新
田
間
川
の
川
辺
り
ま
で

一
軒
の
家
も
な
か
っ
た
。
川
際
に
七
、
八
軒
の

屋
台
が
並
ん
で
い
て
モ
ツ
焼
き
で
酒
を
売
っ
て

い
た
。
朝
鮮
戦
争
が
落
着
い
て
く
る
と
野
毛
に

秋
風
が
吹
き
始
め
る
。
伊
勢
佐
木
町
地
区
の
接

収
が
解
除
さ
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
。
か
も
め
座

や
野
毛
劇
場
が
新
築
さ
れ
て
間
も
な
い
と
い
う

の
に
有
隣
堂
は
伊
勢
佐
木
町
へ
移
っ
た
。
桜
川

の
埋
め
立
て
に
よ
り
カ
ス
ト
リ
横
丁
は
消
滅

し
、
こ
れ
ら
の
店
と
横
浜
駅
西
口
の
川
際
に
あ

っ
た
店
は
桜
木
町
デ
パ
ー
ト
に
収
容
さ
れ
た
。

関
内
は
ま
だ
関
内
牧
場
と
い
わ
れ
て
い
た
。
伊

勢
佐
木
町
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
・
ジ
ム
は
横
浜
公
園

の
中
に
、
平
和
球
場
（
ゲ
ー
リ
ご
ダ
球
場
）
の

脇
に
移
転
し
た
。
野
毛
の
露
店
商
の
何
％
か
は
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キ
チ
ン
と
し
た
店
を
持
つ
且
那
に
納
ま
っ
た
。

こ
め
頃
、
街
娼
は
目
の
出
町
駅
か
ら
黄
金
町
駅

に
か
け
て
何
十
人
と
な
く
出
没
し
、
黄
金
町
か

ら
阪
東
橋
を
経
て
浦
舟
町
・
三
吉
橋
方
向
、
阪

京
橋
か
ら
長
者
町
五
丁
目
へ
と
い
く
つ
も
の
ル

ー
卜
が
出
来
上
っ
て
い
た
。
真
金
町
、
曙
町
、

ガ
ー
ド
下
へ
行
く
男
た
ち
を
途
中
で
捕
え
る
た

め
に
。
待
合
・
料
亭
の
お
客
だ
っ
た
旧
且
那
衆

は
、
財
産
税
等
の
た
め
に
没
落
し
、
Ｇ
Ｉ
に
取

入
っ
た
特
需
成
金
ら
は
キ
ャ
バ
レ
ー
の
風
習
を

図一２　接収当時～昭和27年頃の劇場所在地

待
合
に
持
込
ん
だ
。
芸
者
は
三
味
線
が
弾
け
な

く
て
も
ダ
ン
ス
が
出
来
れ
ば
良
か
っ
た
。
住
宅

事
情
も
一
因
と
な
っ
て
連
れ
込
み
旅
館
が
一
般

化
す
る
。

　
遊
廓
に
あ
っ
た
女
と
寝
る
前
の
儀
式
（
酒
や

料
理
）
は
色
あ
せ
て
、
諸
事
即
物
的
に
。
安
直
に

な
っ
て
い
っ
た
。
三
業
、
二
業
の
区
別
も
な
く

な
っ
た
代
り
に
警
官
の
臨
検
も
な
く
な
っ
た
。

あ
る
彼
女
曰
く

　
「
あ
た
し
た
ち
も
人
間
だ
か
ら
、
口
に
は
気

を
つ
け
た
方
が
良
い
よ
。
女
房
が
妊
娠
中
だ
か

ら
な
ん
て
言
っ
た
ら
絶
対
に
モ
テ
な
い
か
ら
」
。

ま
た
あ
る
時
は
、
隣
の
部
屋
か
ら
女
が
入
っ
て

き
て
。

「
あ
の
野
郎
、
床
の
中
で
警
察
手
帳
出
し
や
が

っ
た
か
ら
出
て
来
ち
ゃ
っ
た
」
。

　
そ
れ
か
ら
二
時
間
ほ
ど
女
二
人
の
オ
ゴ
リ
で

酒
盛
り
を
し
た
が
、
隣
人
は
一
人
で
終
始
大
人

し
く
し
て
い
た
。
時
々
咳
払
い
は
し
て
い
た
が

…
。
戦
後
、
曙
町
で
も
、
正
月
三
ヵ
日
等
は
料

38
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金
の
他
に
祝
儀
を
出
し
た
。
半
紙
に
包
ん
で
彼

女
の
襟
首
へ
入
れ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
彼
女

は
ネ
ボ
ミ
鴫
き
を
す
る
。
ま
た
金
額
に
よ
っ
て

は
彼
女
は
帯
を
前
側
で
締
め
て
、
立
っ
た
ま
ま

で
リ
ー
ド
す
る
。
こ
れ
は
江
戸
以
来
の
芸
者
の

伝
統
の
名
残
り
と
の
こ
と
。
戦
後
は
年
期
勤
め

も
薄
く
な
っ
た
。
真
金
町
に
い
た
女
が
街
角
に

立
っ
て
い
た
り
、
そ
の
次
に
は
曙
町
に
い
た
り

し
た
。
映
画
館
で
手
を
握
っ
た
ら
握
り
返
さ
れ

た
、
そ
の
次
は
彼
女
の
部
屋
に
い
た
、
結
局
時

図―３昭和30年頃の劇場所在地



計
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
彼
女
ら

の
多
く
は
、
売
春
防
止
法
後
一
～
二
年
の
間
に

客
と
夫
婦
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
防
止
法
が
施
行
さ
れ
る
頃
、
伊
勢
佐
木
町
の

復
興
も
限
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
映
画
館
も
最

後
の
興
隆
期
を
迎
え
る
。
市
役
所
も
現
在
地
に

建
っ
た
。
福
富
町
・
宮
川
町
は
遊
廓
代
り
の
ト

ル
コ
風
呂
地
区
に
な
っ
た
。
税
務
署
が
野
毛
に

あ
っ
た
頃
、
あ
の
近
く
の
ト
ル
コ
風
呂
で
ト
ル

コ
嬢
曰
く
「
一
番
嫌
な
客
は
お
客
と
一
緒
に
来

る
税
務
署
の
人
」
。
横
浜
駅
西
口
に
商
店
街
が

で
き
た
が
、
多
く
の
人
は
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
と

い
っ
て
相
手
に
し
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
普
及

は
着
々
と
映
画
人
口
を
喰
い
潰
し
て
い
っ
た
。

　
屋
台
の
モ
ツ
焼
き
と
焼
酎
が
一
番
安
か
っ
た

の
が
何
時
の
間
に
か
大
衆
酒
場
の
方
が
安
く
な

り
、
屋
台
は
女
の
紹
介
所
の
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。
伊
勢
佐
木
町
に
ビ
ル
が
並
び
出
す
と
ビ

ア
ホ
ー
ル
が
流
行
す
る
。
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た

野
毛
の
飲
食
店
は
活
気
を
失
い
、
映
画
館
も
一

館
一
館
と
閉
館
し
た
り
格
落
ち
し
て
き
た
。
山

を
削
っ
て
宅
地
に
し
、
畠
や
田
に
家
が
並
ん
で

く
る
と
、
横
浜
駅
の
乗
換
人
口
は
桜
木
町
駅
を

圧
倒
し
だ
す
。
教
育
の
普
及
は
若
年
労
働
者

　
（
小
僧
）
を
消
滅
さ
せ
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
た
め

に
共
稼
ぎ
が
常
識
化
し
て
く
る
。
女
性
の
発
言

力
が
強
く
な
り
購
買
力
を
持
た
せ
る
。
ホ
ー
ム

バ
ー
が
流
行
し
、
各
地
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
で
き
る
。
根
岸
線
の
開
通
は
桜
木
町
を

単
な
る
通
過
駅
に
し
た
。
県
庁
・
市
役
所
と
桜

木
町
・
日
の
出
町
を
結
ぶ
線
中
に
あ
っ
た
野
毛

は
大
打
撃
を
受
け
る
。

　
西
口
の
発
展
は
、
日
の
出
町
駅
を
、
伊
勢
佐

木
町
へ
の
買
物
客
の
駅
と
し
て
の
役
割
を
否
定

し
て
く
る
。
日
の
出
町
か
ら
松
屋
・
野
沢
屋
へ

往
復
す
る
時
間
で
、
西
口
で
も
う
一
軒
デ
パ
ー

ト
を
歩
け
る
の
だ
か
ら
。
そ
の
代
り
場
外
馬
券

の
駅
に
な
っ
た
。

　
港
座
と
関
内
芸
者
、
羽
衣
座
と
関
内
芸
者
、

日
本
橋
の
待
合
と
長
島
座
、
真
金
町
と
横
浜
座

こ
れ
ら
と
至
近
距
離
に
あ
っ
た
伊
勢
佐
木
町
、

外
貨
を
稼
い
で
い
た
ハ
ン
カ
チ
女
工
に
支
え
ら

れ
て
い
た
賑
座
等
を
抱
え
て
い
た
伊
勢
佐
木
町

は
大
震
災
で
姿
を
消
し
た
。

　
真
金
町
・
曙
町
を
後
背
地
に
、
親
不
幸
通
り

を
す
ぐ
裏
に
、
福
富
町
当
り
の
銘
酒
屋
、
漬
正

公
の
飲
み
屋
に
挾
ま
れ
、
活
動
写
真
で
子
供
た

ち
を
集
め
、
職
工
層
・
自
営
業
者
を
花
月
の
実

演
で
、
イ
ン
テ
リ
を
オ
デ
ヲ
ン
座
で
、
寿
・
野

沢
・
敷
島
座
で
家
庭
婦
人
を
、
朝
日
ニ
ュ
ー
ス

や
大
道
芸
人
で
Ｉ
、
二
時
間
の
閑
が
出
来
た
セ

ー
ル
ス
マ
ン
等
を
寄
せ
つ
け
、
市
街
電
車
・
円

タ
ク
・
京
浜
急
行
で
商
圏
を
杉
田
、
鶴
見
等
に

迄
ひ
ろ
げ
た
伊
勢
佐
木
町
は
空
襲
で
終
り
を
告

げ
る
。

　
接
収
の
痛
手
か
ら
立
直
っ
た
時
、
元
町
は
ニ

ュ
ー
モ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
な

り
、
西
口
は
単
位
面
積
当
り
の
売
上
げ
で
日
本

有
数
を
誇
る
街
と
な
り
、
こ
れ
に
は
さ
ま
れ
て

真
金
町
、
曙
町
、
親
不
幸
通
り
を
失
い
、
さ
ら

に
、
目
ぼ
し
い
興
行
場
も
な
く
な
っ
た
伊
勢
佐

木
町
通
り
は
、
何
を
核
に
し
て
発
展
し
て
い
く

の
だ
ろ
う
か
。
ト
ル
コ
の
乱
立
と
、
小
型
ピ
ン

ク
キ
ャ
バ
レ
ー
の
進
出
は
、
福
富
町
地
区
を
客

引
き
の
場
所
に
し
、
そ
の
代
り
に
軒
並
み
に
、

七
時
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
降
す
夕
方
ま
で
の
健

全
な
伊
勢
佐
木
町
通
り
に
し
た
。

　
表
通
り
は
家
族
連
れ
で
、
金
持
ち
も
、
そ
れ
ほ

ど
お
金
が
な
く
て
も
一
日
楽
し
め
た
が
、
一
歩

裏
通
り
へ
行
け
ば
男
だ
け
が
客
で
あ
っ
た
の
が

伊
勢
佐
木
町
の
基
本
性
格
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

親
不
幸
通
り
が
目
当
て
の
者
も
、
出
か
け
る
時

は
「
伊
勢
佐
木
町
へ
」
と
言
っ
て
出
か
け
た
。

夜
お
そ
く
ま
で
営
業
し
て
い
た
か
ら
そ
れ
も
出

来
だ
の
だ
が
、
今
日
、
夕
食
後
「
一
寸
伊
勢
佐

木
町
へ
行
っ
て
く
る
」
と
家
族
に
言
っ
た
ら
ど

う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
【
主
な
参
考
資
料
】

横
浜
市
史
稿
風
俗
編
、
横
浜
沿
革
史

横
浜
の
芝
居
（
池
田
千
代
吉
）

横
浜
演
劇
年
代
記
（
永
島
四
郎
）

資
料
横
浜
歌
舞
伎
年
代
記
（
小
柴
俊
雄
）

横
浜
伊
勢
佐
木
町
周
辺
の
劇
場
と
映
画
館
の

変
遷
（
柴
田
勝
）

　
　
　
　
〈
伊
勢
佐
木
町
在
住
・
測
量
師
〉
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